
 

 

 

 

 

■はじめに 

令和４年３月に、国において「我が国における国際水準ＧＡＰの推進方策」、「国際水

準 GAP ガイドライン」が定められ、各県で運用するＧＡＰ制度について、国際水準へ

引き上げることが位置づけられました。 

岐阜県においても、ぎふ清流ＧＡＰ評価制度を一部見直し、令和６年度から新たな

制度運用を開始することになりました。 

そこで、今月の GAP通信では、新制度の概要について、一部紹介します。 

 

■国際水準GAPとは？ 

  国際水準GAPでは、次の 5つの分野を含む取り組みをします。 

 

 

  



○新制度の概要 

 

○新規評価項目の一部紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象農産物 青果物、穀物、茶、飼料作物、その他非食用  ※品目に変更はありません。 

評 価 規 準 

農場評価規準
    

127項目 

 

※新たに 18項目が追加されました。 

うち、12項目は、きのこ類、スプラウト類の専用項目です。 

※また、現行の 109項目のうち、48項目は内容の追加や変更があります。  

評

価

方

法 

① 総合点数による評価  ※評価の方法に変更はありません。 

○各項目のリスクに応じて、評価レベル 0～４の 5段階で評価します。 

○持ち点 1,000点から評価レベルに応じた点数を減点します。 

  レベル 0：減点  ０点、レベル１：減点  5点、 

  レベル 2：減点 １０点、レベル３：減点 15点、レベル 4：減点 20点 

② 国際水準GAPガイドライン遵守確認 ※新たに追加されました。 

遵 守 
○国際水準 GAPガイドライン項目のすべてが、評価レベル 0、1の場合 

○ロゴマークを使用することができます。 

不 遵 守 
○国際水準 GAPガイドライン項目の中に、評価レベル 2～4がある場合 

○ロゴマークを使用することはできません。 

全１．２ 

食品管理、商品管理、労務管理、作物管理（土壌管理、作物養分管理、肥料管理、

病害虫管理、農薬管理等）、飼養衛生管理等の責任者とその責任範囲を定めてい

る。（営農形態により当てはまらないものは不要。個人や小規模農場の場合、1 名

が全ての責任者でも良い。） 

 
各管理の責任者と責任範囲を定めていることが求められます。 

管理責任者一覧表を作成しましょう。 


